
語 へ の 旅一二
口 立 ち’

｜’

’ へ云究研学壼申一一一一目

言語は人間‘,全体へ上至る遍路ざぶる。-まず言語は人間の内面へと至る通
路蟄溌3う°日常鰯!=を、未知。､人°､人祇Ｅ知り、紬自'､肉園生宅に融吹声ｿ、最
毛親雲な人'ﾏが謨互､'仇募梼童慈か杁臥うのは、街よりも二｡､言語によっｚｚ､衣畠
。二率きぎにぜ《ｋほど為くい人〃蒜奮蕊にまって心の人｡､執裏llll"逼信竿､、ぷる､Ｉ
噂欺か小乙睾にここ管３ぅ。そしｚ、童lkほど､多くの人間陰っ､、ｚの操嚢逼ぷ含譜
陰人間の諜卑へ｡､等ぶがり産員駁(E二と雀３う。強間鰯に毛、人闇｡､箱紳瓜胴涯
乏探る最だ｡､手鮫がソは言語ざ承る。ボ･よそ慧語縦吉藷ざ荻３１ﾐ"に鶏寝室恥種ぽ
ほうほ唖書篭。､刑式｡､操爽は芝*自身、人闇のく譜霊的稽壌＞°､裸凌ぎ次ろ。顔ら
‘,は、与供が含謹童署曇し、生'二涙る不毒な人盈が､蘂漆言霊屋案複式ろ承り士まは
、言語と霜神と｡､翌､,依晦,､蝋鴎鯏(せ､寂畠。是し乙晶後に、人間が自今自身の畠一
梼達本当偉知息の壱壱鍔猩よ．ｚざ夙与。壱案迄殖釧て翁1ﾐ士収危､1忠向は、うぅ′
３､,や苛､､畷味な毛叺芝しかぼく、ど公人負境公二ニヨの唇がに女らと杁諒が4しる'
二とは砥､､も｡､槽。講一．Ｌ、け､アレ‘)一は近代鶴ほ匿蛆底自我｡'理舞に言語五貝産
し程・かりしオの仮説が中世齢稔世界歳旦足をとがＳ今苛ぷ・湛仇と同じ位仁、自
器“甥野公薑語の隠見は瞳状齢底人悶観童土台がｇやり鄭かしＥの之‘あき。含合自
身｡'ぬ瞳d,ﾐ梁斡に私叺をのぎは危､'言語が､ひ“ら“て､(３とし1ミ弓ｒ私ｇ私'､をの
ぎは砥＜之他ほる:言謹にざ．zk絹全"Zll３としにｓ身私いう奮危§他濱､性笹尾」
触迂壁邑を元電＜ほる。私に自今自身塵梗擢式ろこと逢はc､弘ｚ可能'二可さ言語lニ
よ’ｚ、私⑧ひこう｡､<､他ァにほる絶は危!､。く紳穣、私・､がら筐堂私に返しｚく
信士､､J>LA、？‘也爪-）言語の_龍見は自己°,身体夙湛見せ､毛説ろ。二うＬｚ含
譲は、内面追経ｚ人閤蓬外面へと投寸.出す。矢印は建乾茂る｡くゐか弓外へ＞と。言
謹な人間｡､内曲性の器官ぎぶ弓を自書と外面性｡､、紅念性公器官賎のざ顔ろ｡モは
や人間は内面に専往し之箇!、后､､。人間は、甥lリ知《'し亀!､危嘆に鴇惹良代人信怠の
間へと糧ず鼬を帆雇いき寂ろ。道上ＬES、垂｡､内面迄臥私と噂伺琶の置うう夛
二二乞臭｡､闇!’かけが廓ｃ､きる。人間。､漆性逗言篭追屈しｚ問うと11うことは、人
間が､1､かに内面的さ扇島うと、同寄に緑穂鴎な偶然性芝衣３こ迄へ上闇うこ之砥の
Iざ。蓬､k.ｇ、"卒わ‘ﾍ.自詳へ｡､、芝しＺ人闇全体へ｡､みる不安に栽亨た蝋､,港鋤ざ
あ る 。 山 本 遼 （ や 綻 上 や 才 し ）
』』ん下碗９つの0I,論の憲目と潔筆看ば無のと菰りざ涙ろ。

１ こ と ば と 潅 吾 灰 塵 久 博 （ は い ' 二 わ 猟 ひ ろ ）
Z < ( ､計＞と「竜味」 大鰯仁暮（状抽がかぎこ）

、３言語。コミュニケーション。人間椎野信雄（し ( }のいぶ説）
“ 言 語 上 神 話 山 県 迄 子 （ や ま が た け い こ ）
とｑ,｡順k悶論への態纈的批判 森原章夫（をﾘ提j,′あ主試）

セミの厨穴会感閣心玉毛っオペ､Z"､,人'二鯛放さQkZ,､まさ｡自由に御倦かp〈虐土､'。
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と ぱ と 粍 語、
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’
言語と噸ざkているものの基組くあっｚ，ｒ言話』と淀諾してみたときにとこ

から繩ｹに柳(てしきうもの伏あるさうl<思う。芝机邉二と'ずと呼んでみて謎いい
尺'ろうか｡そ牡を!Kのこと↓ざ産潴すゐときにひらけるさぎざきの思い・さぎざ'､<'"
也界,さき響きの時間､あるい1ｺ(入る〆えっZ、ことIざ減とどこお')、ごと'ざ'Ｋな
'ﾌ｢Jいときのさきぎきの思い・世界･噸､ZKたごと'ざに表わしてつかみたい。
レミニイ・クワ〉１-は､ポール･リクール圭用いＺ､ﾉく間のｲ論をゆぴ'さ〃満

と”お%術とに伽す､ゅがさす行撤訓ｺむすｨ満で'あり､つかむ行為産輸動妨
参上でろ｡|謀ね爾揃上労働上の鰯'llさ出た蝿くこしても､にとえ'ざ'ｸﾜ>"I-
の議明にﾛげこﾒj、i動]感を感じ乙しきう｡1コ”す行為耐ゆりPさす行為ごあるという
説明に,ｺ,』t川(一繕の比嚥z』あうにしても！ことば蝿するときの壱ぴと笛繍、
二とI鋤慨し芯いときのいら麓ら上箔痛,二とIｺﾔﾌ『し)わIざひと'ﾉ歩きするときの.又
工脚勧さや,ひとl)歩きしI利めること{ず産ひきもど乞うとしぢぷら乏のことば産
野!)つづけ屯しごう元ﾆﾂ快感･褐升､とういつ化もの刎雑'すおら'刺めていろ．言諸
としz例'鎌!ｻられぅ、ｒぁ肌'コネざす４『木ね粉llずぁ』『ﾌ1二,参､.…･･･』という
彼こ上ばほ､にしげにゆ(ﾉﾘさす行為上いう譲鯛澱けいシtやすい名あろう。け机ど’
も､I心の喫危狸互いＫ見つめ乞うに二人の人勵『こと'ざ"＜戒然の埼握おくうとき、
あみい'空、目ﾉお初向にうず巷＜渇いた表項が参ことば拭貝っﾒﾌ､らないききく乏しiZ、》乞のこと産電諭す参二とさえじく)人が江ちずくむこき､そこにあゑいわ'ｺ欠如篤
としｚのことばとIgl,1,にし卿ぴあみめが？ゆぴさＷ了為ぴあ参という譲朗にヒ
グ'乙何ぴあ参のp､？さらKうに!ようやくご上ばち礎しえにとき感じるつけん僧
上いう思い'３１ゆぴさび行為とＭう議哨･っがむ行為という沸HIJそれ必〃にわけ
る議BHZlあシにしてtﾉ｜いうにい何て物参のがで竹内慰靖砿/Wるざうに、『こ
こぱとば､確琵さK,気唇に老/j､K､きざＷｮ<潴省さl/Lるこいつものよ'ﾉIﾕ､'ば
るかに根;MfjWmWjあみのび1コＵいか』と差Ｚに↓}・例示されるもので'ある議詰
色、い’にん､龍諾されにものびあるここlざめ混沌としに彪力Ｗｏの中にもどして、
芝こからその脚W)の。きつけ"ﾅ直す柞菱幻W拠霊z』あると悪う。

このｲ鯵IJ!17!とにもいき侭不明乙'ある｡いｸにん､仮殼飢j枠組を示すこと
にし乙､若〃)犬師仙他示しておくことにする。

ご上ぱき篭すみとき、あみいＩ｡ことIざｉ７慨し心いとき，そこに(ざ1話びわにL、
あみい'獅さ心い杓にしにとって、三つの紬｡彰割Lすう｡uとつlﾕ､何左錨乏うと
しＺｌｌ参のが､詰してll参のか､詑さ航)のが上いう対象への関係乙'あ'八二つめ
は､修仙封し乙あるいＩコイ可に同,て議し､詰さじいのかというあじ化八の醐廼，
あり､ｚっ胸Iさ、くうきくことばに13心ら噂L)"'>詑可わにし邑身､あぅい1ｺ対|農
やあじに上閏杓I)右い､閏わI)なわ必い制こし､諭すわにし以勤ものびあるわに
し､わにしの劇毒上でtﾙ'うぺさものこの関係があみ｡そ机診牡､封籔八の咋難、
あ博化への昨確､わにＬＡの輝雄吃い樮乞zもいし'槽ろう｡誌す行為､I狗ざ1'Ｌ
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にことば､あわいl3陣噸としての話す行為、
(ｺ喝≦Ｋにこと'ざば､大俗リノj､芯I)、この三
つの紬の愛錯上し乞移疵し､非庇し､現刎'し
る。

話すここ､あるい'揃さ軌)ことによう
ｚ、対象･あ噂にとの廃離ﾛV移れず多賦'､誌す二ﾋﾋともに,二の距離力購晶ｲ"ゐ｡言／
''"Zj/u説この膨離p鯆晶ｲﾋがるとともに、Ｉ
詫可行為b性じみ。このこと'多‘二重の意味Ｉ
を1ノブＺ,識さい'ことへ特項する｡議せ心

Ｉ 一 -

／〆 、

｜Ｉ

枕侭一一一一-'一-----対雰

’ LにこによっＺ､わにしIが対募･あ〃たとの

蝿酬|聯鰯鰡誌病蘓霊屋云云言と）
ば、上も〃うものだ‘から｡Iすれど１，，彫離の
箱駒此１コ関係耐庭離ｲ“ろ二とで'あるがら､対象,あがたこの直接的'合一域の
うj易信に13,13〃ずこと暹拒絶し噂'jl'LI3℃らrjll｡あなに上対塚との比重〆あな
化に傾く'の札ZIあなた上のB穆錐"鮮明に箱晶化寸参ように怠り､封琴との鹿離
Iﾕ不鮮明にし〃瀦晶し｢J<"参・例､あ心に八とｲ損いにことばpf,ごと'ざ'による距
鯛Ｍ瓊維越え‘あ〃たとの直播的合一狸求め参ときに1コ，ことl3･1多郊麓初さし
か↑jい。こと13i'猩越zにわにし耐IIわにＬの身妹、わにしの榎潔"1"1jたとの聯合
も求め参。お芝らくここご'エロヲィス''ﾑわwうと'ｺ'しり炎みめだ'と思う｡あ心たと封
募上のt上J霞研対象に傾くにワ帆乙､l司C'ようじこ姉I,生じる。対豫八の比重灯W高き
参に'ﾌＫ,わに＜Llさ、回プてI鋪ぴあ〃た産′1札ぴつ失う。対象への比重桃こ
とばによみ闇係ず'すの枠をこえて高き多とぎ､ゎたLIざこと'ざさ失う。このこと１ｺ、
わにm寛識可彦こと↑jしに､驚きや悲L〃･榊ﾉにざうて生IJ!るこ乱あ州ざく
対寡上の直播悶合一色栄めみpfゆえに,ことば左拒絶する上いうがたらZ''生(''るこ
上もあみ礎,ろう。こと'ざ芝ｋ卸加鹿雛の結晶ｲﾋであり､話すこと(ａ結晶化可参距
離握肺しに間拷的な関係づ'すで'あゑ｡修から、l衣1こちぷ閏保づけの衝動ともつと
き,≦‘し,ざし,ざ直播陶噛体の動き,身体に猫翻蛇ともじり､そ狐にさる関係
づ,刑ことばにさる関係づ'1沌越えていろ｡》乏の童ﾛ未ご(さ,つかむ行為に対比さ札
ろ卯(）9さび打為としてl""す行為耐あみ｡け抓膨'1ﾉ!lずくた帥1'l測可ｲう為にごめ
ぅみ〃一ジ〆饅既〔ﾂぁ帆'湖みIうり,l加ず行為'幼にし上対象･ぁ心にこの間
に箱晶収可夢豚離乞ぐんぐんifIrJI↑ていく↑ごろう。そして‘モ,らぅ別メージの豊
けさ色越えて関係づ'l）の衝動tﾊ主じみときに'ざ，ことばによるl鯛ずｲﾌ゙為I端乙ら
州硴され乙､直獅拾一p倒物ら肌みこ上に〃ろ｡仮にその零くﾒﾌ耀初で‘あみと
しても。ここ℃'(さ､関係づ'ﾌの行為1さつが〃う為こしてあり、そのt易/筒,つかむ行
為'が紬び崎"いのｃ‘あみ‘
誌加化し上わにし色越え参わにしこの距離につぃて､あみいＩざそれ以升のさき

ざきのこ上に'ﾌ゚ﾚ'て(容和HzMある。これからの臓電にしたしIと露う。
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ｉくいdﾅ〉と「､竜､味』
人間ヵ憶雌棚寺(ているという亭薙考乏て打涯ぃ｡電難“何ヵ､｡億糸,随

知るということ口どういうこと力､｡篶来と言語,思考､意識､とほどのざう葱勵尋
にあ萄加.鷺味'､島の恥Ｉ』這味への疎ﾀｈ上‘,う喜実｡こ＃しらめ問侭此le,しLeiler､
(I"0-I側何自叙伝に如実Iこ織出さ)|し､さらに問'て対する答さｚおい沢ざ'|喝．

除回の如<Hel厚九卜置IIGri姓後一年七,同て､病の天切に三つの鳶職失慰う｡,■
そ［て満七歳の頃､サリバ,先生によって'肌"めて、彼”身俸>爪r世黒に紬ｺ‘＃し

灘莉偽舅譽蹴雌壼蝋撫fi庭堪蝋皇る
い〈
丘知ら肋､、辰ごつヨリJoIII副意味のほい記号て･{か肋､、氏
’かしW-cI-f-e-Y､事件'さ'､くことば>の影上’てのくい分>の表出EHel凱に縦

とＬ噸閤て･か沢。《上ころ力《実永私{劃、何力､しら急'|Lでぃ沢ﾋﾉのを,ig

’
｜’

｜
’

｜
’
’

Ｉ
、 Ｉい全すよう苞、あるいほよけがえてこ』うとする躍

神秘な自覚を蔦‘上訓辰。この碕初めて私口W-[1-Fr-e-r､
とい、た一種'）のおのの弓

’神祇な目覧を脇上訓辰。この碕初めて私IJW-風キe-r､|Jぃご自分の片守の上騒え
IILてい“､L3､､C7令にぃ迩負ﾍ量ｒ"あみこと融ロリ墓し辰．この生き尺一三ヵく､･--．-
私の魂を解放すること'て鮖辰ので'す｡>(HzI造孤陛II州砦崎漱茨『ﾙ)にしの生渇角''|稗膨）

Hele狐自助の名』よ')'もむ!ろ'物の名｣と酌'二、その影である蔭兎沸号(尺“
蝋鞠鬘纈蝋縦継蝿辮?蝋堕
のことなハだ‘一言蕗'籔胤力､に三語の意識丘､意餓の沈黙星前提と(て卿)、《二
)I(（語る世界と包みこみ、ここ〃､らごすはL"めに語刀刑状と意味と左営けとる。冷(側噸撫蘭輔弼澪蕊獺ご‘鯖毫'蝋弓術,と
性は混実と（淵力､1IL尺のか｡肌|でMJW-q牛とr季件'､人前の自分の意識､ある,’IIJ-
蔦覚のありす丘7矢のよう'て述べている。 く-.-私倒礁斫↓IEI向に出かける
ハだと知って、そハ考之，
ば)に､私口喜く』でおど/)

～

りっつあること|Ｊ、尺い

fL_L旦諜鰹上這睡､孟之上呼ぶ坐望《でざるとす， し
一

且)に､私口喜く」て為と')‘伽くう浜')でL天｡(cP｡cI､+､JR3c)私鳳自今の周囲に趣くｆ
りつつあること'Ｊ、尺い力くい''7力､、７３ごし沢｡--白伽物上[1この物と左聞jす
ることじて､３ごし辰｡(oP,cIMW)私鳳自分りく痔いととき（たとざに{＆、自分でﾙﾌiハ
辰ように富､いざす｡(0Ｆ､ci+$)['8)>

ようﾘ難縄算論ざ小無二ざ康臓駕篤醐
gllいざIh!)で世界亙准案するだけだ。そ1111JT吾を構成せず〈ョるて癌い､〔‘と吠
歌動垣ぃ灯ように雛る沢け沢‘そ‘'旧語の意味を構雄ず､そＩＩＬにとて巨語
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災j萱２浬､てiILと世界画らぴに世界の卯､(･住計つい
二通虹重-だけだ｡(叩ci+,稲296)>llel曾汎にと，= ａ室翼巣叉ゑだけだ｡(叩ci+,i?296)>llel嘗爪にと、了｡燕'忍光め宿涯丘意啄(沢｡くい榊(コル'2弧の内て“意(･‘戒匙Ｌ,庄弓､歌丘ﾛ昌ってぃ穴もくい針>,ご他

乏蝋顛蝋鱒融鶏鯉蚕淵認職‘もめ
8 ０ ，
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｜
’’ で､苞か、氏ほら{ｺ､机も私の画いて潔ら'唯コギトウ域曇黙せるコギトヒ上会う

ととり､なか，沢ならば.私ばそIILらの言葉にどんな意把未t》､莱生的崗砺本的画
意味銅も見い出さ竜いてあろう。(oP､c;+.,P294)>黙せるコギトと語らＩした．
雫卜の迭会い力〈原初的くい針>力､ら電兆丘崔付出す｡ある自沸定見ﾗｳﾝヵ曝初に
ｐにし涙言葉(副’ﾗｫ(w風丈典ﾙ)でみ沢。その両加の発姜五可能'くし左方'副家族"毒吾
りか､l̅I』て､あ派｡覇母乳の原初向勺ご柔りかけにI､ラウニにとづて聡らゆる鬘棊に先
立、て』ラウン自身の珪港刷灰思惟との祷触｣辰､っ沢。自閉症児ラウンほ‘母
親力維肌ることも許さず､同室にいる母左一誉ざる（苞‘眉己充足と自給の世界に
とじ､こもっているｑｊ ＜勺いに彼'ｺﾈ辮丘落とす｡彼1ｺ目の前の室問を虚ろ
に見つ脈。そ)|(から身俸丘種ずりlaC"r<･等間隔で前後Iで桟する｡今ﾂ鬘'ヨハ
ミング左'ﾕじめ/之。二つのメロディ頑ござゴロ調子で､寸ﾉう違わぬ晴間ずつ交互
震撫銅篶鱒嚇雫撫磯鰯陽職ご…
根づいているその根恥である。くい伽la身体性の水準'て語っている｡ラウメヨ、
その根に紬IL､譲りかけ一》ﾌ､f派家族との関係の帥､で出会いきくI)かえ［てい
つ辰。そ｛てラウ〉にとってもくい〃>力く穗宛へ上関かりLていく。くｽ
ﾗー､LfI---画州勵燐に壁､沢｡肩に描か1ﾌ､腕をゆず、衣｡便はざ辰b警戎し
軸くら、そ！(左許し淀。そ’て再び'くつろいだ｡彼'３身体を揺すり|ﾕﾋ､め､スーう．
一も帥の身体左揺すう尺。（･P､ci+ｿ剛4)>彼らとラウ>W)た流伺､湯を共
有し､身体と身体を直椿IWIM)い､身体左同C､')ｽ'ﾑて椎する．とから'訓冒｣)、
ラウニ|副人阿の睡鼎')リズ､ﾑをみごとに身につけていく。

W-瓜小e-r,事件,でよ-てHele,M司蔭粥を蒋得腋｡億糸の楕得がHele,xJ
に与え,沢もの|ご何て､")つだ刀､。 <L*､も一つ一つの灌伺そ肌ぞ､Ｉ噺い､思
想を生んで．くりtるのて（涙｡一一私の手に紬llるあらゆる物か#､生命をもって躍重力し
て!､ろよう(言感じ'1じ‘め訓淀｡---私1劃生訓(て初めて、後悔と悲哀とに胸を剰
さ肌ざ（辰。(oP@ci+ｿ怜l)》電鳫毛'副祐"､|､Hele,vLIて新い､班鼎左与えていつ
夜。と今ざで経壌Iこぎ、て私の頭に刻ﾀﾅつけら'|していＲ印象（新し！)課によ･'ざ芝黙堯謝薑÷獣f割菫墓総筆櫛
(ａ言う。
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’ 、 Ｉ
１

Ｉ

｜
’

Ｉ

’
口

て鴬撫11眼個ぃ｡--詫'副‘･--世界岫荏上[ての私の身伜
と派｡(oP,c汁ｿP2卿シルley,.lヨー怒餉幼児上同様に､身係

ﾀ）斑る彩豆風のく
|‘牛世界か烏言澆

’
’

１
Ｉ

性凸ロザー，０，１１１ｊ』ｌⅡｒｌｌｌｌｌｌｌｌ

世界へ織り込菖'llていく。ある‘,IJHflf州｡-獺的幼児と同様'て､くいお>の表
出の代ｲ賞と'て、ｲ職-の意識丘言語二億兆という鋳型で/分節化(ていく｡従
って認の側面からゆ之'ﾖ"､諺IgHeleれの身ｲ不刀<鳶じ､Hele,,Lの宴ﾉ体吠生ａて
いだくい分>の世界＆蔭g未』の世界に転調する。

以上巳Hele爪にellerの経聡五もとに、原初的くいけ>の周辺丘明
らかにＬユうこLTtｏ‘<三葉'姓ﾖr<一つの全俸なのて､す.＞(森有正遥ヵ､ごﾉｰﾄﾙﾀ当｣ffW
誘-fl46)2<､/i酢の単語臼ご戻決き､ていごく了も､､u,の牢'て､え葦力く､あるい
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’
’

１ '５〔語句の全体力くｺず綜帥勺I冒映(出利し､個々 の単語(＆､その全体〃ぐずでに刻肉出
さ肌ている稲態あるいI｡室間の内客左運める』う回具尉こ‘そこに跡込帆衆曇
のです。（･戸ci+JRI46)本当(3、ほとんど肉体的'く--，に苞、ているともいえ,,曇
言葉，<あって､て1｡(!､ﾗ意識"伽し､だん/ざ,<ﾉ明躍に辱･てくるの力《正しい')(<:0
そ(てそこ’､らもう一度､,今度Iご意識的に学び‘完成(ていく、というの力<唯需-の
道写の!<､そり〔と1コ逆の不白熊苞遊辿らざる亙漁い､-…｡(｡PKcI",sb)r｡
鮪正の語に関するこの感覚Ｉコル|層汎やﾗｳﾝに通じ､るもの逓脊つ｡人聞Igllele'YL
ぶりも,と幼い時期(亘Hele汎上同じ経發莚(ている。壱’てHel飢力く蒋得(て
いく罵宛､幼'見力購得(ていく鴬宛'副､意啄構迄丘持ち､私射勺杯物､寝視
物と'て人間に山乞立(てくる。どのL乞立ＬＲ物丘対象と弱学問〆言語学で賜
り､特に意味亙対家とする学問力嬉啄浦了筋る。

重量
間主観的鷺吠』＼へといかに生成さll(ていくかという違厚未蔭魅)有立の 割
(湊獅FT世界の共夙主観的存凋謹造剖）を解明す蚤Ｃとｇ<Iて､鴬味』の ロ
ビ､うﾋ､つ幼ぐり丘'ﾕてぬくくり力、郡しかごい｡さらに､鷺馴兆力痛る畦昂
[W票篭骨獺噌瀧轆驫臘昇聡學畷雪
")るぃ{ｺ鷺弗莚考察する謹由さ之も見失苞っ､1とにぎる｡

鴦尭の剛方職能で筒ぽい)左身体から遊離'て(ごう時､＜身体>の凝
固､〈意識>の漫画､そ|てくﾈtﾌ会惟>の凝固左､我々 (ご目の前にするにちか孔、互い｡余洩倉則 'ゞ管腿のﾅｲー ﾌﾛ経發と､H城…-吋の鋭い稗"''≠
に‘くい計>力〈身体性")*準'盲")ること左知る。

そ'て罹鴨l包帖､と身体のずlllてある鋤(矢野式貞Wb乞高の本賓』弓立社『ｇｏ）
怠ら'ｺ$野口体操臼､生きた一人一人の人間､（かも蔭味から疎ﾀ距肌たり､｡鷺
味へと疎先さ'脈リ’ている人々 に､斥初的くい脱の辮得噸逓拡げてく''喝力､もLI)咽い°もらろ'〈ﾉ私'畠I野生への､京初への回帰左主張(ているので(ﾖなく､提
きって｛きう踊彦児の影一くい扮一に注目腋州である。
とに萱蒋卿蔑三基撫蕊鵡翼窯識三二騒二
ごと'ａに苞ら画い感覚御莚みつけだし､そ111を育て易吠そり(丘宇身と可ろ新し
濫職撚驍総繍二脇最鰯嘉鰯線隠
無縦臺譲燕蝋溺豐職瞬爵辮撫篭
Xiz的で層ある｡(かし上も仁影の逆説の沸星左知っている.齢隼雄鼎dy規緯)鴬兎傑=息
謝の影-くい粉(こと'忍)-の噸得こそ､竜信禾掩錘腿らし出す光源と聡穴､ろう｡〈し821
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ヶ一一ユミーコク五
口
ミミロ含一画

『ヒトポヒトにとうて稽艤となり、ヒト爪'まがな弓嫡次の吹倉宴迄反焔するに
ｗにるのは、ヒトとしての存立、ヒトとしての働き爪､，スＡ-スに営ま汎て、ると
きではなu。,き､.危梼や巽変、すなわちコトに面して、はじめてヒトは、ヒトと‘,う
毛／戒なんで為るの力､,反鳩する｡｣〈茅野良男『哲学的人間津とはなにが』圃曵代の
エスフ｡リ8K人間学とは何ﾅﾊ』I17４>そして、ｒすべて人間の疏莞と云うものは自己
書研室するのである。天地と云い山l'lと云い日月と云い星辰と云う壱皆自己の巽名
に過ぎぬ。自己迄措いて他に斫巽すべき事項は誰人にも見出し得ぬ訳信。もし人間
価自己jﾒ外に張伏出す專爪出来たさ，蕊恢出す途端に自己はなく倉シて仕舞う。し
ﾅj､ｔ自己の府蕊は自己以外に誰もしてく戒る堵はすい。‘､くち杜ｚ羊りた〈ても．
貰い槇くても、出来ない相談で{ある｡』〈壹目散万『吾輩は猫で祁創''06〉このよ
うに、人間の廠実＝自己の蔽瑛と捉えてみること伏できるであヲう・では、自己＝
自我とは、何んで水るの"､。又，どのように謡生するのであうう+i､｡G･Hミードに
よれば)r自我は、発達していく毛ので‘ある。自我は､〔人間爪蹴生したとたんIこす
でにある主のでは葱く，社会的経験￥謡勤の過程で生b,るぞの、すぜわち芝の過程
の全体まよ〆その過程に入､＜まれて,{琶他のｲ固人たちとの閣偽刑戌の結果としてあ
5個人の竃がで蕊達する毛ので､ある｡｣く原籍神･自我･荘金田I934>さるに、ｒ個人は
他人とめコミュニ吋一ショソ達つうじての升，つまり右惹味のコミュニケーラ雪＞
による社会過経の轄瞳化迄つうじ､てのみ分血の自我に到達するモので本る“．｡』＜ｅ
M･S･Sa>このように、ミード'ミとうて、自我の蕊住母体は、コミュニサーラョン
なのである。つまり、コミュ=ir-うヨ>(粒食過程)=自我〈人間）なのである。

さて、コミュニケーミヨ〉と(１う言葉逵最も広簔'急使，て１１るのは,C･レヴィー
ストロースであろう．彼によれば7r荘会あるいは文化室言語に還元することなし
に、註会達全体としてコミューケー三ヨンの理論によぅて解釈するＦコペルニクス
的革命』（この表現はオドーリワール、７.ラネ両氏の芒のでホミ）差起すことは可
能なの僧。今日でもすでに、この試みiざ這うのレヴェルにﾎ､いて可能で､ある。なぜ、
垣ろ、親族関係と婚姻の規則は，集団相互闇で､のを性のコミュニ庁一三三シ達保証
して去り，乏爪は、経秀上の頬則欲財貨ヤ労方“コミユニケーー三ヨ〉室、言語の規
"･IK意思のコミュニサー三ョ＞室一保証するのと同じだがろ桧．。ミューi--ラ
ョ〉のこのミ、の影患は，同野に左換の刊選でもネリ，芝ﾙ'ろの友櫓影龍のホ‘,ゼ
ヒは、朗らﾅi､Iこ桶；作の関倫飛本ミツ<r莞三章；津四章への後証』『構造人類学』
旧弼〉又、『す（てのお会で，コミュニヤＴ-三三〉は，心なくと毛三つの水準で展
開さ爪三。すな)bち、赴性のコミュ三斤一三ヨン、財貨や労力のコミュニナＴ-ミミ
ン、〆､ソセーラ､のコミュ=IT-三ヨンである。したⅨうて、報涯体糸の爾宝と、経
索体条の疏窺と、言謹体誰、茄聡とは,あ弓種の卿x直示すことになき。こ肌うゞの
耐転は三アヒ上、同t､方送によ〉ている。三フの節曉は、共通の世界の中で､’各々
、茄漿紋自令塞位置̅ふける戦術釣木孝'二応cて雲なっていぅ信けである。ミWlにっ
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｜ 一

け加えてきうに、親旋と婚姻鋤規則は、繁四の型のコミュニ+T-ミ重>)つまり表
現型の前,柱での蓋伝千のコミューノy̅ -三ョ〉の型逵規定すると(､う菫と芒で‘きる
ザもしllta(1．畳小ゆえ文化は、薑誇のようI之､芝爪自身の属性がちLZ,文化に
属してl、弓コミユニトT一三三二の刑だけがろ成り椹うて11言のではな<1同時にま
た-芝Lてま慾＜は､と‘ﾘﾙﾌけ一自然"桶或Z､紋化の領鐵で苦展開之小言ノ
縮ゅ轆類のトコミコーヶー三三シのr､一Ａ」に適応可能な咲員副』ザろ成り-だ
っているといえるので諭るq』〈『民族堂{ﾐおける構造の願念｣PASj>このよう'こ、
レヴイ雲ズトロースは、斌会｡文化体糸＝コミュートｒ-皇璽〉休詠と捉えたのであざ。
，さて、トヴィ≦ストローズに縦>Z)ｒｊｉ土島人類尊と綴靖斜壁と言謹蓉伽１つ力、
連合して、コミュニサー三三二鋤料瑳と‘,う共通の領嘩劉誤すう二と達斯谷して
よいとし1も墓､』<LLLJ.>としｚ診）当のレヴィーズトロース状’コミュニケ一三ヨン
の斜逢乏の呑めの逵殼に乞小ほど取り組入で11るわけZ､はなlⅦでノルjiVh爪とし
ては､ま本は．言謹の簡遥柿曾リコミュニケーミユユの科掌へと入っていくの俄１
順当で頭ミと尾ﾉMK=.芝小で)(言雲の）コミユ二吋一三雪〉の科単として)(
話会叱喪逢に表11て）既存の吾奇伏な''i>けではな(1｡>"/>･ウィーヴァー.ミュ
ラム.オスグッドぅのコミュニ庁一ミミン迄デルそ左弓.f+X)彼列毛字､iしは、電
齢で､の逢誕逵基Iこした舌勿でみりノミ爪は、ミードの'､う国人のコミュニ"-ミ週
〉'二相当寸言であうう。ｒ言讓あ言1,1捻葉の遥稚一畳の誕生と発達一の研室は、
黍上食い頚逢い-守門でオミ。というのは、書譲過綻は､相互に影零主まよぼ､し本う
ていき産物体･lfろなﾐ集団的崎で‘化意きりL言行雪『例祇念酌過程との関連'二和｛
てぜけ,理解士爪ｇその世がうぢ｡ま1ﾐ，乞小は｜芝へよう蔀集団の誌蛙動ＭＡと
-７にほがなぅな(､がうで不二｡とﾐ3散,言讓学者は、しばしば｝独房にIB囚人
のこと逹潅えて主浪。囚人1註､他瓜囚人武直行と古な心土場|こ稲二と逹勘ﾗｚ,秀
|)、芝爪些コミュニサーミ三二垂巻きたく紅ミ。芝こで介小は《なにﾅf､のコミュ匡
汀一三三＞の秀試蓮工交す量。芝爪は、＃に弗任童肉亀帆つきであり）壁室とん芝
んとたたくと(いた毛ので亦雪，さえ、この見解Z{ま、ﾉMUMLの甘hも散）自分
倉身阿意識的肢房にとt、こめる小ZII三の乙赤り）芝のうえ恐'他的人恢と芸励崖
な赴環にあること在妙〉て、が爪弓とユミューサーミョュ室はＣあき芳黄逵庄斗僧
LZ(､くとし、ラニと'二紅Ｓα｣〈扉門's･gJ>そいZﾍ1ji)IM)lluLLZは)4VOLY-と
LZのコミュニサーミョンーィ漣せけではなくり針r廷とLZのコミュニ吋一ミ圏
＞=鋤り巻も､視野に入恥槇とこうのコミュニケーミョユの科雄同差ＬＺｌ力苛
乍、、と鹿うので本量。

昂猿'二、わW(7血は、-艘童味読、ようなコミュニ斤一ミヨシ信仲のオフ'〒′イ
ミストでは本Wえない。（蛇足）値飛,I頁代は、卜情熱上柱会』｡)ディスコミュニ
トTー三莚〉の蕊Rで卵。桧分ここ芝｝篝壼拭問題になきのであ§cr原科学』,k
腺梼横山．芝の両性ﾝ体である鴫&凸叔今現今の人間達芝の右在世よ')隔離L之Ⅱ
急心乏の夢魔よ')MFt上人と寸言うめき声散､言謝態の中に凝集して(1茜分のJ-『う
で鮠含｣〈中井正一F中井正一全集3IUI96t>分再なの認ある．
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言語と神話の閣係において両者にうい乙述ﾊ＆理由厭.人間対乙量生み生Ｉ勒

瀞溌騨雛購露辮徽言雰欝霞彗
鮴罐鱒欝窺難撫雛皇鮒喬鎚辨些f捷
髻臓辮が芸望総縦健二螂鰯鍬謹言磯
瀞/７性まれたころの太古の撒き指しzいる）言語勤纐ﾅ塁j輔辨〃卵，
おおいt"'ないも①達鴻胡もうZ(lal童いぴい。芝うｳ)と(1,Z,群儲庭/応
対男にしに鵬の考察も考切か)ない現庭､言語軸裕ﾁｶ}らご刷耐うてllるこ
思われる蝋の部分乞拾ll鋤ゑこと力)ら始めたい。

柵念と('うぽwﾙにフ【'乙考えるとき､言諮掌ろは.合切とごうｃ腱心で，
きみ概念い)"'切れZIIg(I.言語能力一つ参ｸ与えら水r三言語き知ﾌＺい爪
ば､そのことにようＺ説明〃鮒Eカー匙､繩ﾘ1t"髄乞剛いて説明ずゐことに
ょﾌＺ､ｦ-ヨムズキー前言うところの,く閤繍の善遍的生得機動雄か肋られうば
ら､そのことＩこようて繕獅生威粥撒鰄全と説明のくせみことになう白Y7れ
ば鵬ない｡し力'し､言語現聚禰としz考えzみzも､裁季/場心地鞭孟感
じをﾉﾝｾ>ｽ秒ど|よ≦鋤ゐ規則1職卸すき間さぬうて諺棚ぷく生み鋼さ札
Ｚいく｡そｵしらき纈ﾘ↑b構造途もうＺしてどこざ乙遥ll")けること〃)､ご‘まうIごうつ
耐.翻鮒Fの善通性匙､そのｲ線内乙どこ念乙説明しﾌ<せゐ1ざろう力)｡奪彫丈
玉さ妙婆と可否こと'抑釦分に好､｣x外I描太乙望鋤》燭"Ｉ簿在しｚlja")もし

蕊識識鯛辮雛藍蕊れな､↓loまた
よる次のぷう
"現募力iもう

言秘云星鯛鍋鯉電鰯職勾灘云擁総聡
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の鯛1細中で吟付けられＺしまうｚいきように鰹わｵLゑ。このようにみてくると．

窕鰯誘僅聲蹴蒜擢辮燃辮麦ば､ある意味乙太古の諏訪の死迷告姥こと{こらなきｩ)色しれ帥けれZ'､精諏の
この部分乞逃1ﾉzは．人蜘鋤鰍考えられGM!し､また1叩/畠d叱り人間輔棚，
撫黙;二臺灘ﾗ菫鱗餓頴娠夛妙で湘吹、

うぎに､こと勵崎ご(疵る世界'三脚ﾐ視怠量しぽうて.言謡と鮒の締｛き
考えzみI三↓1．こと肋)ある世矧ご加'て(よ澗舷さざさ．ざlこ獅兆.再蛾さ
j'(Zil<｡この世鼎こあうｚほ,こ〃'よ鱸性泌ﾌｶ)､､､諏訪芝のもの/二は､生
産性伽啄いよう!ご男‘われる,従,乙鰄丞生")づめはことばだともい毛ろ｡芝し乙,ことば幼すき醐こ.吉誘と縦の重なる郵分〃大きくなさ｡に.バルトノミ
従うｚ言う鯛Iざ､猟なことばlこようご識溺れ､吉語Ｉご"しと瀧汐鰍二易脚な
葦Q諭ﾌ縣乞もうとllうことIこもる｡ざた，鋤I鋤渡観と論聯鱸き焼忽'し
ｚ､言詰色媒ｲ)､とした方選論色式鰐/ごチョムズキー(よ識臥聞簿誠ｸ差戯,穂
造逢､〃イーストﾛー ｽ1よ職/こ,<闇簿吻ﾌ<シ出碗のの善感蝿造錬i完
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しz若躍しZいる｡雄斌'二.言謝こ関しZIJ､閉じＩ郷家の中z精繊さきﾉ卿ﾉﾐ通
勵穆鯛〈ソＬうべさごある"ｿ.それと同端こ､その眼郷騨夘Iこさ水忍か"t"'汐
ﾗなLI｡そころた乙うれ/三輪は.熔潮開仁関わる全Ｚの分野/こ拡大蝋されと
夢ならないし堀う・瀕
zも.遍飾礎鯵えイミ
>ワーナ廿厘》/Ｘ朋卜髄l排餐

｜
’,lえ〃､其埼画乙､雲桑さどＫＢＦ/ご衆ﾁｲじ(＝ごLI.g

瀞蕊鰯鍵‘い｡以上述べ7ﾐよう(こ､言語掌の歳癖とすきミ

蹴鰄磯瀧写饗鵜解

１
１
，

ざ8,1噸辺の箔阿性さ満たし
きる種ろう｡みた言謝こう【｜
いうべき毛〃71､.′拙き童謡
に違いない｡何となｫL朕よ
鼬|ご妬め)うで/必窃.↑刎勃i撚》，

まず藷鬘識
Zなだけごはな

ひ､“《̅』と恐’そ

鞠ごと〃
いろは生７勘

Ｉ

１

４いｚ１さ･具体β夕仁鰄劃鮓しな(｝乙‘.澗八の一念的螺い入れ匙乏訂二.言語
と評議耐t純せｚしまう'三伽怖勘&･不備獺厳乙＜術椛蛎ずた"・

(I)エル>ズト･力､ﾂ三一ラー,岡三郎･岡簾ﾁ共談‘ロ三語と撚｡′
Ｐ好

②同書,Ｐ５？

8６ Ｉ

Ｌ
１



-
-
-
-
’
’
’
１
１
１
１
，
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、
-
０
１
１
１
１
１
１
１
１
-
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
-
Ｉ
Ｕ
ｊ
０
-
１
１
’
１
-
１
１
-
７
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
-
１
-
ｌ
-
-
１
●
１
１
，
-
-
-
１
１
１
-
-
-
１
１
ワ
-
-
１
１
０
-
１
１
１
１
’
１
１
-
０
，
１
１
１
０
４
-
ｌ
-
-
１
１
１
１
ｑ
１
Ｉ
０
ｌ
↓
１
１
１
１
１
-
-
-
-
Ｉ
！
・
・
１
１
１
１
-
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
-
１
１
４
日
・
，
-
０
１
１
１
-
-
-
-
Ｉ
-
-
１
１
-
-
Ｉ
-
-
１
１
１
’
’
１
Ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｌ
-
ｌ
-
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
１
・

・
-
，
-
ｌ
-
’
１
-
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
-
！
-
ｌ
-
１
１
１
-
-
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
-
１
１
１
-
１
１
-
-
-
ｌ
-
１１
１
-
１
１
１
-
１
１
-
-
１
-
・
，
．
ｌ
，
-
-
１
１
-
，
１
．
-
，
-
，
-
１
１
１
-
１
，
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
-
１
１
-
ｌ
-
１
１
１
１
-
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
--
’
１
１
１
-
１
１
-
Ｉ
-
-
１
．
，
１
１
ｈ
Ｆ
！
’
-
-
ｌ
-
-
１
-
’
１
１
１
↑
-
Ｉ
-
ｌ
‘
；
．
，
’
-
，
-
-
ｌ
；
’
-
-
-
ｌ
-
ｌ
-
１
１
-
-
’
１
-
-

Ⅱ
ｌ
巳
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
８
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
１
１
１
１
１
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
０
０
０
１
１
Ｊ
１
１
●
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ

’

ざ
(､j'omsl<y喪読へq解験鯨1tt二判

註念琶従乏'品ろ税々が害需摩の団再顎塚へ入llこんご1尾０､３苛立ちo)ﾉ乗周/さ、
赫言唇と言舜蓉戯尋診封象の差異にまｚａか。紅含項_巌ｑ吉誰汐帷絡を倉過しｚず
た嗣唇の壯念尋へ｡､曼和から乢発江,くﾉとする清侠ﾉさ，，く閻潟曇のうち池試之籟隷化
さ小ZII３言鑑鼻の方葹擁を露承し､<泣会＞分科等的分赫公屍侭リセオョしがるI’
のが。さら'二、言祷芒泓会規魚o)一秘鷆と[2解明牙３ニセノニ、言隷琴'惑力な'1かつ
こう!,フ烏閥I}"ITの漉さと,先関}の庵マさ唯一｡,坂納と(211５着ノーとつｚ、答え
は「態,)、普z"wJE_L超訊裂６蓋総壜飲個有の言詫峻'二影ll劔乏IAZll3毒啄2)IT
韓り--l､哉謡'1、従ﾌT、薪タデ､スハ?ラードの童欲諦め前提に賭パ之ｆ盃｣./き-の蔵。
之o,襄綴から畝捲迂蛤臨(}･､言鑑唇へ出伺uZ、不(I串の‘火己溶つ足'l、身(､'3み泉II
がU八之芝かれ浴い°我更'す、侭妙灯象を’承る吉議を屑客｡可３味、溝敷が霞冥さ親蓮
する画雀１才磨く之、覆実が簿畿で設定可さ､e徹べｌｚぃ3F｡D･S。､IASSIAJuo,教え(二従
っｚ、紅含琴乏､｡》差溌像さ露IIII副｢1夢３課題で妻ＬI')jblざる3FII．以下'さ、芝ｑ課題
へ同IT２蝋琴!ろ最神の濡乙石的差蒙乏､謡う。

硯忘、着琵尋'ay有力恩理論1享球老Tﾂ'成し之'!3fl"vI)Cl,on>skｙの吉総理錆1才、
'＜生裁美声(９ene前Ue""加酬＞をﾈ密轆減副２､13｡そ｡､穂卿とLacho'w!M､k>"X
HuYbo伽,)r紬牌亀で用‘(之罰藍の支芭崖成す３」と！‘ぅ琶総像移稽足LZ，’
ろ。三(I､I二通う蓋握'さ、茨芳夛'}&IZo,丈（認。連鎖フ}二、図Ｉ犀的総遺で廻定すう
之とＺ,易３，ごう可｡､ぱ、蕊３肩破風霞艮IIの集信f=女卿が'､語彙目録を入力橋諏ｒ
Ｌ２回帰鯨に(ieM'siYQ)眠壷しぁが'５、驫協の文o,条令を/王較すぅこと叙可能と恋３°
Ｃ加“卜ｙのどの級摂､i惑当鶴、交迭の棒故に、悪層蘓典・釆層霜避・麦諺趙曳ll､&r
に註刑鰻臭'lを店ll約す３笹壷丈葹で零請司る。この志詫罐論'二回有司課顕ﾉま、包掩/陸
･蒲嬢‘陸．愚簿,,生．旗託可能III&El、つだ縁駁料客の方濯論的疎良ﾘﾉこ温って、莞諾琵

● ・

渦に職､し2w'dgh,I@"sreQkg'-仙伽字含罷直観に過信鈴乃丈すべ‘之ぞ、そIZ,X"/gm
I-t-で生威し、求つし２，逸波的文で座蔵しろ，I滝歳員))｡)体系で幡築弓３二とに銅３．
[r評価ｸ,牟噸」｡)鹿鵠鎖溶1三色琶祇えし之方顔的毫霞,1生でもつ“ｏｍｓｋｙ鬼論の自己
肱判応３歳芝‘夙蚤。こうした朧怜の言認等屋内江的課題Ｉ子割愛した!、。フ

我臭,*上歳の方葹瀦這走塵しフフ、cI)DM3弓翻晶。w〈闇辱的降承司側繭さ老
桑しよう｡QhomJ､kソめ言語ﾉﾚ(りふIIま、童誌通観'己よヮ之逼馬／矛通磯さ猿託さ小た女
d,握威丈威さ系３政に、青證通観｡》をデllﾉ型あり、有掘ｑ半攪'Z塁砿‘,丈さ創進可
”モカ＝考詫能力ｑｍ３乢唾cWg寸勧Ce)o,伽(ole"|邸。たしかに、ｓ…此の「言語（
(”2叺恥を,さ錐妨え存，､受荊蕨巴'(>F萱諾竃勒-１のメカニズ△を妬'l2('3.trに、
chomsley(さ災んざ、壱諾能力ｑうち、雲秒規員'}さ制約する署迩丈憲さ、′L闇に生得的
乃繩遣茜認‘３と似定方３。あき,きざ、ch"*yd,まうにコミユニケーシ塾ンの慨嘆
と，之の茗舘,こ関する生得的x泰通で先鞭汐に侃設さuへI裁丈剛亀｡､テクニックの捕
象ｄ鐙悪次の進物、壱通丈応!ま、こいに'l尋属ささねば巧§溶くﾉ53．又、局'・テク
ニ､フワ。､鞄象獅たる個，IIX,殖は、桧天")己習脅さい３，ｒＬ、う砂ざ’<闇)こ涌係ずIT
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5Lk!ia'ざ尼ら刀｜|ﾉざヲう。がく２、正幸洞宣需直鞭で束可文人'丁、Ｔ̅吉裾廃力ふさ
侭蔵し、兇｡,厳しい串!}3夕の毛ｔざ自由1=17-蓋詫塁昂-ＬしZI13ごヒヒかミ．迄哀、
叉､閥掘桶と、芝公人触弓的緯釈１３王硴に円蝋I2u３．しかし、匡戒吏露吠遂｡未齢
き戯で，２お枝（、壬公通魁迩倒,えば､丁､EMDV)心｡I「構迂伏痔｡､慨誤』-崎荻う}こ載
帝ウαメヵニズヘに内唾b夕に関ルフ§よIIML3、藝珂を縛蓮､弓呼工でq-IEcA殉ralね外齢
馴縛乗イキボ尭讓さ小、乏小がT̅普鬼丈『ろ_Ｌピ風ｒ仇租!二易３こ己ｆ濯感可いば､、生
成文遥窪痴叔未だ識行過程-ﾉこあ§ことを差つ３１いｚも、Chomホソ理梅Iさ、交域形'荻、
を)Y)sfrIAn,e仙溶対象桂と（之八さ的実丘化さ辻、その操作的稀這さｒ宥泓容牛鰻_LOhメ
カニ,炎△と(Z-tchn剛に繩叡(2113にすぎろ'、ど悪えられ§のだ。｜寺庭(2!
ｒ宣総能力_Ｌ呼人圏の灼却認造か、と飼わざるモミ_glla

直しかlこ､聡羊で瑛作司る主蜂EI2ｏ､人蹴と､､ク五筋芝'顔､dms紗の変形生
成吏慮'‘、SQCSmu９ゼ'owig･いき「伽岫ゞ12くりＭﾍ､rPqYDIepg(､う彙職的
沽勤矛堂も含みこん之、艘哺さい2113I二見える‘ノ〈闇'､＜言総世婦>"i'-文仇砂較
-斗と､､う毒味伝達｡､窺場に還元之凧Ｚ!}３からだ‘。しかし､chom3kｿ理鋪で'ｒ謹娘の
交ぜ生故可菖P)3:.r有限臥牛投坐茜誘ク２，′<閣曲さ応'､ｏCI)DmsIEｿ遅海裁蝉申liZ
，，３ｏ,,すみ（ろ、入閣ぷ、樋溢ピユミューケー卜可ろキ娯乙IZの錠乞うIIZ{汎ろ丈
を動裁可ろ際lこ不可避釣lこ与丸ざ'３きえあい郷家釣拷惟叶ように尾､え弐○′<悶・、
MM恥岬に手3411釣下での『̅詫坐で伽牢Ｅ’だユミュニケーシヨン形気の経講牲
と、‘つｚもいい。左蕨更温感、ｒ諾_l_E、芝恥を裸年する入間己ｃｈ租互規定1二“総
的に鼠庭工，にうｒ文９生裁_Ｌの〆刀二だムの今ﾌ"で詔っ２，／く間の崔怜約言譜能力
。､査証茜'寄居}､、ご云える。ch0In'ky'さ、人間が穐椅（だｒ澆斗噸啄伝達肯可能》ら
ちし“３ように茨弗llに蕊列可３花cj7ni1MPで行称し"Zu3d>2"&,)2、送水'さ、自
己・強君・争物の『.認識」堪捉舌夛1旧上ず３十ぞchi'il服と時洛ゥ２も、淀つしで、ｒ鶴
斌_↓さ令称するこrに何なS､511°３I2、人間の達蝕IE言託蝕達署（悉象のl常
任的壁需）、ﾕﾐﾕ=-tr-ションの諸形態q行莉乙13."朔２1'3迄云う随あい・生式1更
伽意人闇"蒲鉾幟知能力･調獄能刀｡｡ｍ”硬)ビハ’た人間の内的⑦本管富鮮峪
Ｌつつあ急と‘!ｼ着服府、三総つと応の砥ﾁI｣可るよクノこ、サイパネ子イク為意匠（
Ｓ-Ｒ阻式の祇羊|}的純炊）寸描か和211きい7ざ。庵31きぜ、cl)DIyIskｿが、認瀞ｒ言蕊規
範〔童啄）さ児鴻的仮殼どl2q深層構遁l宣迩元（之罐講内ﾉご操'l込み、衰硯（癌
層癒』r)左主哉させるのば、アメII刀繍重宝諾琴にとう之革命的で、箸孟丈威感、
人間の認減し能力)o､堤儀這踊禾(211§かに峡§やもし爪恥､．rT9rlざ､cb･w)slg,|/
が、生菰言，害鵡昨で萱語の知瀞〔宝溌能力)ig-l.Z人間に内属芝Y̅3と芝、現実ど
の主±た交戒を遮断し２毛／ローク聯乞,さる'ﾄ至物'す浴ん芝’訊吾か。対象一認識一悉猟
淫､､う言瀦｡､過稚的祇返ど$、う人悶｡､対象的童謡誌軌（溌鍼）、そ１２、ダベァ邸
一グの穂蓮-,寺、倣聴巴12分称さい港、$ｏ}だ。
で加順kyの篭効と叙文葹の泉可巨大ﾉ油虻跡ば、海の戯れ為のが《といぅ庵'職と茨

I言、栽史1葱撤収色索儀ろくさ木る‘しかじ、撤収の亀毎|Z、浅女時色らの捷藍を森
酷ねばあるき1､｡Y-の天砧にも、這誘掌の提起可３寵問題芭過ゑす＆作業１ｺ縫凝垣
触 香 営 多 う 。 〈 ｈ
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